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南極海におけるラドン観測

Atmospheric Radon Observations on the Antarctic Ocean
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第 46次、第 47次南極地域観測隊において、高感度ラドン検出器を南極観測船「しらせ」に設置して、2004年 12月、
2005年 1月～3月、12月、2006年 1月～3月まで、南極海の大気中ラドン濃度の連続観測を行った。ラドンは大気の輸
送拡散を検証するためのトレーサーとして広く用いられている。第 46次南極地域観測では、南極海を航行していた期間
は往路 15日間、復路 38日間で、ラドン濃度の平均値は往路で 41 mBq/m3で、復路で 58 mBq/m3と増加した。ラドン
濃度と風速には強い相関があり、風速が 5メートルと小さいときはラドン濃度 41mBq/m3で、13メートルと増加すると
68mBq/m3まで増加した。南極海の往路と復路で、サイクロンに伴う 2つのラドン濃度増大現象 (Radonic Storm)を観測
した。その時、ラドン濃度は往路で 74mBq/m3、復路で 120mBq/m3まで急増した。全球移流拡散モデルによると、風速
が 5メートルと弱いときは海洋起源ラドンの割合は 90%もあり、大陸起源は 10%前後しかない。それに対して、Radonic
Storm時には南アメリカ大陸起源ラドンが 23%にも増加することが分った。風速が大きいときは、観測値はモデル計算
値よりもさらに強い風速との関係を示した。


